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■出題のねらい
　数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂの内容から，式の計算，三角比，対数，場合の数につ
いて，基本的な知識と計算力を問いました。

■採点講評
　（１）　解と係数の関係を利用すれば解けます。空所� ア �を－80とした誤答が散見され

ました。

　（２）　AC＞０から，解答は１つに定まりますが，AC＝　　　　とする誤答が散見され

　　　ました。

　（３）　log4２＝　がわかっていない解答が見受けられました。

　（４）　場合の数を求める問題ですが，分数を解答しているものが多く見受けられました。
問題文をよく読んで解答しましょう。　

■出題のねらい
　等比数列とベクトルについて，基本的な事項を問いました。

■採点講評
　（１）　空所� ア �の公比で計算ミスをすると後をすべて間違えてしまいます。空所��

� ア �を丁寧に解くことが大切です。全体的によくできていましたが，等差数列と
間違えているものや，空所� ウ �で nの式になっているものがありました。

　（２）　→OQはよくできていましたが，→ORはあまりできていませんでした。図を書いて，
位置関係を確かめながら解きましょう。

■出題のねらい
　三角関数および微分に関する知識と計算力を問いました。

■採点講評

　（１）　　　　　　　　　　　　　　とした解答がいくつか見受けられました。その他に

　　　も計算ミスや範囲を見落としている解答もありました。

　（２）　 f '（ x ）の計算を間違えたり，f '（ x ）=０となる xを求めるときに x＝　を見落と

　　　している解答が見受けられました。また， f（ 0 ）や　　　　の値を間違えている解
答もありました。

　（３）曲線 y＝ f（ x ）のグラフは書けているのに， kの条件を書く段階で間違えている
解答が見受けられました。

■出題のねらい
　� １ �～� ３ �は，基本的な文法や熟語を理解しているかどうかを問います。� ４ �，
� ５ �は，前後の内容を正しく理解して，適切な表現を選ぶことができるかどうかを問
うものです。� ６ �，� ７ �は，文脈から意味を推測し，同義語で表すことができるかど
うかを問います。� ８ �は，文脈から意味を正しく理解しているかどうかを問う問題で
す。

■採点講評
　大問Ⅰの中では，� ５ �の正答率が最も高く，� １ �の正答率が最も低かったです。
� １ �は�“have�+�～ +�原形不定詞（toがなく動詞の原形をそのまま用いる）”「～に…さ
せる」という語法を，� ２ �は�“have�+�difficulty�+�動詞の原形�+�-ing”「～するのに苦
労する」という語法を，それぞれ知っているかどうかが正答に辿りつくポイントとなり
ます。� ６ �は，“polish”「～に磨きをかける」と“improve”「～を向上させる」の類
似性に注目してください。大問Ⅰ～Ⅳのすべての問題の中で，この� １ �の正答率が最
も低かったです。

■出題のねらい
　ホームステイに関する話題を利用して，比較的易しい会話や短い手紙文の内容を正し
く理解できるかを問う問題です。

■採点講評
　大問Ⅱの中では， 11 �の正答率が最も高く， 15 �の正答率が最も低かったです。�
� 15 �は，本文“After dinner”におけるMrs.�Pittの発言“I� love�Japanese� food.�But�
it’ll�be�just�you�and�me.�My�husband�will�be�working�tomorrow.”に注目できれば，正
答に辿りつけるはずです。また，本文では“a�sock�that�I� found�behind�the�washing�
machine”と述べられているのに，選択肢④では“a�sock�she� found�under�the�bed”
となっていますので，④は本文の内容と合うものにはなりません。大問Ⅰ～Ⅳのすべ
ての問題の中で，この 11 �の正答率が最も高かったです。

■出題のねらい
　円の方程式の理解および円と直線の共有点の求め方，高次方程式の解き方について問い
ました。

■採点講評
　全体的によくできていました。
　（１）　円の方程式に関してはほとんどの人が正答していましたが，円と直線の共有点の

問題で誤答が目立ちました。この共有点は，２次方程式の重解条件から求めること
ができます。また，幾何的な関係から直角三角形の辺の長さを求め，直線の傾きを
求めることも可能です。日頃から，さまざまな方法で問題が解けるように練習して
おきましょう。

　（２）　４次方程式を２次方程式の２乗の形に変形する部分は，ほとんどの人ができてい
ました。しかし，２次方程式の解を求めるところで計算ミスをしている人が散見さ
れました。このような細かい所�で点を落とさないように計算力を身に付けておきま
しょう。

■出題のねらい
　絶対値を含む関数に対する考え方および微積分に関する基本的な知識と計算力を問いま
した。

■採点講評
　（１）　絶対値は常に非負であることに着目すれば簡易な問題です。しかし， x－４や　

│ x －４│を場合分けしたために苦戦した解答が目立ちました。
　（２）　 x＝１のときを考えればよい問題ですが，場合分けをした解答が見受けられまし

た。接線の求め方は理解できていました。
　（３）　交点を正しく算出できた人は少なかったです。交点が計算できた人は，面積も正

しく計算できていました。
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